
日 時

会　場：豊橋商工会議所  ９Ｆ  大ホール

参加費：無料　定員：１５０名（申込制）　

申込方法：裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたはメールにてご連絡ください。

申  込  先：安全安心地域共創リサーチセンター（ ＦＡＸ　0532 - 44 - 6568   ／ Ｅ-mail　carm＠office.tut.ac.jp  ）　問い合わせ：0532 - 81 - 5157（担当：穂苅）

主催： 　　　　　　　　　　　          
後援（予定）：  東海圏減災研究コンソーシアム・国土交通省中部地方整備局・経済産業省中部経済産業局・豊橋市・豊川市・蒲郡市・田原市・豊橋商工会議所・（株）サイエンス・クリエイト・東三建設業協会

                            蒲郡地区委員会防災部会・御津臨海企業懇話会・明海地区防災協議会・神野地区防災自治会・田原臨海企業懇話会・自然災害研究協議会中部地区部会・環境共生技術研究会

１２ 月 0９ 日（ 火 ）
１３：００‐１７：００

豊橋技術科学大学　安全安心地域共創リサーチセンター

防災・減災のための

備えと行動
今
、
何
が
で
き
る
か

豊橋技術科学大学　安全安心地域共創リサーチセンター主催　シンポジウム

13:00-13:10 開 会 挨 拶

13:40-14:40 基 調 講 演

16:10-17:00 ディスカッション

14:50-17:00 パネルディスカッション

13:10-13:40 

鷺坂 浩孝（豊橋市防災危機管理監）

天野 明夫（大成建設（株）営業推進本部ライフサイクルケア推進部）

（安全安心地域共創リサーチセンター長）

東日本大震災の実態と教訓 ～ 求められる連携と協働 ～

大西　隆（豊橋技術科学大学長）

センター事業紹介

上田 歳彦（豊橋技術科学大学社会連携推進本部コーディネーター）

源栄 正人（東北大学災害科学国際研究所教授）

源栄 正人 ＋ 鷺坂 浩孝 ＋ 渡辺 悦男 ＋ 天野 明夫  and  斉藤大樹

（田原臨海企業懇話会代表／愛知海運産業 ( 株 )）渡辺 悦男
地域のレジリエンスについて－施設や企業単位のＢＣＭＳから地域での視点へー

命を守り安全に自宅に帰す－田原臨海企業懇話会の防災対策－

豊橋市の被害想定と防災・減災対策

話題提供

17:00 閉会 挨 拶

中澤 祥二（安全安心地域共創リサーチセンター副センター長）

穂苅 耕介（安全安心地域共創リサーチセンター　研究員）総合司会

※終了後、17:20 ～商工会議所の地下１階で意見交換会（会費：3,000 円）を開催します。

14:50-16:00 

コーディネーター



申　込　書

お名前

所属・役職

電話番号

E-mail アドレス
または
FAX 番号

意見交換会
（会費が別途かかります）

参加　　・　　不参加　　（どちらかを○で囲んでください）

ふりがな

この用紙に必要事項をご記入の上、FAX か e-mail にてご連絡ください。

【申込先】

豊橋技術科学大学  安全安心地域共創リサーチセンター（研究支援課）

FAX：0532-44-6568   /  E-mail: carm@office.tut.ac.jp

安全安心地域共創リサーチセンター主催　シンポジウム

「防災・減災のための備えと行動　～今、何ができるか～」

E-mail

FAX 番号

＠

ー　　　　　－

愛知県豊橋市を含む東三河地域は、南海トラフ巨大地震や巨大台風による高潮など、自然災害の脅威にさらされている。
こうした中、豊橋技術科学大学安全安心地域共創リサーチセンター（ CARM ）では、学内の総力を結集し、地域社会の
災害への予防力・防御力を向上させるための取り組みを行っているところである。
本シンポジウムでは、センターのこれまでの取り組みを再整理し、防災・減災分野における大学と地域の連携の在り方、
防災人材の育成方法、センターの先進的な災害対策技術の地域への実装・展開方法などを取り上げ、いつ起きるか分か
らない巨大地震に対して、今、何ができるかを議論するものである。
シンポジウムの実施に当たっては、地域・企業・自治体等において災害時に活躍できる防災の担い手の育成を視野に、
積極的に参加を呼び掛ける。

趣  旨


